
人口が減ると困ることは？

＜行政目線＞

○住む人がまばらになり、まちがなくなる。

○人が減れば、生産も、販売も、消費も落ちる。

※地域産業の衰退

お金がなければ暮らしていけないので、仕事があるところ

へ人が移動していき、人も仕事も減っているところは、まち

が衰退する。

○道路、橋、公共施設を保持することが大きな負担になる。

○空き家や荒れ地が増える。

○お店が遠くなり、買い物が不便になる。

○働く場所が減り、通勤が遠くなる。

希望する仕事につけない。

○子どもが減り、預けるところも減る。子育てがしにくくなる。

○近くに友達・知り合いがいない。

○人口増加を図る ※自然増減・社会増減

○今の仕事を増やす、新しい仕事を創る

○便利なところに住む。

○仕事場に近いところに住む。

○子育てしやすいところに住む。

○便利なところ、仕事場に近いところは、

友達･知り合いもいるはず。

○総合戦略策定に向けて「人口減少」を○総合戦略策定に向けて「人口減少」を○総合戦略策定に向けて「人口減少」を○総合戦略策定に向けて「人口減少」を、、、、 単純化して考えてみる単純化して考えてみる単純化して考えてみる単純化して考えてみる ・・・・・・・・・・・・

＜行政目線＞

＜市民目線＞

ではその時、何を考える？

＜市民目線＞

島田市の人口減少を

克服するために、

まず最初の５年間に

何をするか。

それを決めるのが、

総合戦略。

例えば・・・
例えば・・・

資料６



人口減少の克服

地域経済の

持続的な発展

暮らしやすいまちづくり

日本で、世界で、

稼ぐ産業の創出

希望どおり結婚、妊娠、出産し、

子どもをまんなかに子育てする

水と緑に囲まれた

健康長寿の暮らしやすいまちづくり

高速交通網の拠点で稼ぐ

まちの魅力を活かして、観光で稼ぐ

新たな付加価値による農業で稼ぐ

地域産業の競争力を高めて稼ぐ

移住・定住の促進

シティプロモーションによる

まちの魅力創造

健康長寿の促進

地域の医療・介護の充実

出逢い、恋して、結婚する

妊娠、出産する

子どもをまんなかに子育てする

住民生活を支える

公共交通基盤の整備

島田市に住み、

好きになる

仕事を創る

社会動態の均衡

自然動態の増加

人口減少時代を

支える仕組み

島田市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成27年度～31年度の５か年） 骨子案

基本的な考え方基本的な考え方 主な施策主な施策基本目標基本目標

・富士山静岡空港周辺のまちづくり

・新東名高速道路島田金谷IC周辺のまちづくり

・交通拠点を活かした周辺基盤整備

・ＳＬを活かした観光誘客の促進

・川根温泉を核とした観光の推進

・ニューツーリズムや歴史・文化資源を活用した新たな観光の推進

・観光資源の有効活用とロケーション活動支援の充実

・富士山静岡空港の海外渡航先からの外国人観光客の誘致

【地方創生先行型事業】 ようこそしまだへWELCOME事業

・茶の生産基盤の強化と消費拡大

・６次産業化とブランド化の推進

・地域農業の振興と地産地消の推進

・多様な担い手の確保・育成

・生産性の高い林業の実現

・地域産業の振興

・商業・サービス産業の活性化

【地方創生先行型事業】 販路開拓支援事業

観光特産品開発支援事業

・定住化の促進

【地方創生先行型事業】 移住・定住促進事業

・シティプロモーションの推進

・出逢い力の創造

・出逢いの場づくり

【地方創生先行型事業】 結婚支援事業

・妊娠・出産に関する正しい知識の普及と相談体制の確保

・妊娠・出産に向けての支援

・保育園及び放課後児童クラブの待機児童ゼロを実現

・子育て環境の整備

・子育て家庭への支援

・母子保健体制の充実

・子育て環境の形成

【地方創生先行型事業】 企業内子育て環境アップ事業

子育て応援つながる環境づくり事業

・健康の保持増進と食育の推進

・高齢者の自立と社会参加の促進及び高齢者福祉サービスの充実

・介護予防の促進

・スポーツの振興

・生涯学習の振興

・地域包括ケアシステムの構築

・島田市民病院における医療体制の充実

・在宅医療の整備

・公共交通網の充実

・民間鉄道による移動手段の確保


